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４．戦中・戦後における上町台地暮らしの歳時記　
―　調査結果から　―
　上町台地の聞き取り調査は、中央区東高麗橋、同区上町・法円坂周辺、同区谷町六丁目周辺、
同区上汐一丁目、天王寺区玉造本町、同区上本町六丁目、同区大江周辺、同区四天王寺周辺の計
8 カ所で行った。調査では、戦前から戦後・高度成長期以前に行われていた暮らしの行事や習慣、
その共通点や差異について知ることができた。今回の調査結果から、当時の生活状況の中で営ま
れた年中行事の諸相についてみてみたい。
　また今回の調査報告の内容から、年中行事の思い出が改めてよみがえってくることもあるだろ
う。適宜ご指導いただけたら幸いである。
　
12 月末～１月
　【正月の準備】
　正月の準備は、年を越す直前の 2 月 3 日か、もしくは少し前から始められる。特に商家では、
3 日の深夜まで仕事をしていた。餅搗きは、賃
ち ん つ
搗き屋がまわってきて搗いてもらったところも
あれば、自分で搗くなどさまざまであった。賃搗き屋は、臼や杵など餅搗きの道具一式をリヤカー
に乗せて頼まれた家々をまわり、その場で火をおこしたり、餅をこねていたという。餅を搗く日
は、9 は苦に通じるとのことから、29 日を避けることが多かったようだ。しかし、家の都合によっ
ては 29 日でも餅を搗く場合があった。
　3 日は、「オオミソカ」、「オオツゴモリ」、「トシコシ」など様ざまな呼び方があったようである。
注連縄や鏡餅は、30 日から 3 日にかけて玄関・神棚・床の間・仏間・荒神さん・へっついさ
んなどに飾られるところが多い。商家では鏡餅は仕事場にも飾られ、話者の子供時分には勉強机
にも供えられた。注連縄は神聖な場所であることを示すとともに、不浄なものや邪悪なものの侵
入を防ぐための意味合いがある。一方、正月に年神（歳神）を迎えるという話は聞かれなかった。
　また、3 日から正月にかけて、商家では玄関に家紋入りの幔幕（紋幕）を張る家があった。
玄関には盆や三方を置いて、年始に訪れる人がそこに名刺を入れて挨拶代わりにしたようだ。ま
た、店員が近所や得意先に名刺を入れに行った。いわば年賀状の代わりのようなものだった。
　
　【正月行事】
　若水・雑煮
　正月一日の一番最初に汲んだ水を若水（初水）という。汲まれた水は供えられるか、雑煮を作
るのに用いられた。三が日のお雑煮は本来男性が作るが、調査によると当時は女性によって作ら
れるところが多かったようである。雑煮に入れる餅は丸餅で、一日は白味噌、二日はすましに水
菜、三日は一日目と同じ白味噌か、特に決まりはないというものであった。
　初夢
　初夢は、正月一日の晩から二日の朝にかけてみる夢のことである。「夢見がよい」ということ
で宝船の絵を枕の下に敷く、というのを聞いたことがあるとのことだった。
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　仕事始め
　仕事始めは、正月一日または二日、もしくは三が日は休んで四日から仕事を始めるなど、商家
によって日にちが異なる。十日戎が終わる迄は働かないというところもあった。
　
　七草
　正月七日には七草を入れた粥を食べる。七草粥は、病気を祓う除災の意味合いがあるとされて
いる。調査によれば七草を刻む時の唱えごとは、母親の出身地によって異なっていたようである。
その唱えごとには、「カラコイ　カラコイ」（母親が奈良の多武峰出身）、「唐土の鳥が日本の土へ
渡らぬ先に七草とんとんとん」（両親とも京都出身）、「唐土の鳥が日本の国へ渡らぬうちに七草
ナズ（ゾ）ナ」などがあったようだが、完璧に覚えている人は少なかった。
　小正月・ヤブ入り
　正月  日に前後して、小正月の行事が行われる。調査では、正月の飾りである注連縄などを
寺社の境内に集めて焚くトンド（左義長）の行事がある。話者が住んでいた地域によってトンド
を行った場所は異なる。例えば、上町台地の北部では大阪天満宮・玉造稲荷神社・三光神社に行き、
南部は四天王寺・高津宮・生國魂神社・大江神社・五條宮などへお飾りをおさめにいった。この
日には、家で小豆粥やぜんざいを作った。
　ヤブ入りは、奉公人や嫁が里帰りをする日である。調査によると、商家では正月と盆の時期に
も若い職人や女
お な ご し
子衆（女中）を帰省させた。
　また正月中の行事では、0 日は十日戎、2 日は初弘法、2 日は初天神、最初の辰の日は初辰、
庚申の日には初庚申などがあった。特に  日に行われる四天王寺の「どやどや」は、元旦から
始まる修正会（その年の繁栄を願って行われる法会）の最終日に、僧侶たちが祈禱した牛王宝印
という護符を裸の若い男性たちが奪い合う行事である。現在は近所の中学生・高校生によって行
われているが、調査によれば、昭和初頭までは四天王寺周辺に住む地元の人びとは全く参加して
いなかったという。当時は近在の農民や漁師が中心となって盛大に行われ、豊作・豊穣の護符を
めぐって奪い合い、けが人が出るほどであった。そのため、子供が見物するのには非常に危険な
行事でもあった。戦後の一時期にはだんだん寂れ、少ないときには５、６人ぐらいにまで減った
こともあったようである。
２月～３月
　節分
　立春前日の節分は、「トシコシ」、「セツブン」とも呼ばれている。鰯を食べ、豆まきをすると
ころが多い。厄年の人はぜんざいをふるまった。また、上町台地の南の方では厄除といえば、吾
彦山大聖観音寺（あびこ観音）を訪れる人が多かったようで、豆を小さな袋に入れて寺におさめ
たという。
　初午
　立春から最初の午の日に稲荷をまつる初午の行事では、お稲荷さんをまつっている商家に神主
が訪れてお祓いをしたという。
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　雛祭り
　雛祭りは「桃の節句」、「ヒナマツリ」、「オヒナサン」などと呼ばれ、雛人形が飾られた。嫁入
りの際に実家から雛壇を持ってきたところもある。戦前は雛人形のある家が少なかったため、近
所で人形を飾っているところへ見に行った。この日には、ちらし寿司・蛤のお吸い物・白酒・菱
餅・雛あられなどを食べた。
　彼岸
　彼岸は、春分・秋分の日とその前後 3 日間で、四天王寺や一心寺などへお参りに行く人が多かっ
た。特に四天王寺の境内には、さまざまな店や催し物がでたという。話者によれば、「地獄極楽」
ののぞき（のぞきからくり）や、蛸
たこたこ
蛸踊が印象深かったという。蛸蛸踊は大道芸の一つで、張り
ぼての大きな蛸を頭からかぶって踊るものだった。こうした催し物も、四天王寺における彼岸参
りの楽しみの一つであった。
　十三まいり
　3 月 3 日の天王寺区 太平寺の十三まいりは、戦前から盛んであった。十三まいりは、3 歳
になった男女児が厄落とし・開運・知恵授け・福貰いのために知恵と福徳の仏様である虚空蔵
菩薩にお参りする行事である。話者の中には、試験が合格するようにといって参拝したことがあ
る人もいた。9 年（昭和 20）3 月 3 日の大阪大空襲の際には天王寺の周辺が被災したが、
十三まいりは行われていたという。
４月～６月
　
　花祭り
　花祭りは釈迦の誕生日といわれる４月８日に、釈迦誕生仏に甘茶を注いでまつる行事である。
調査では四天王寺、中央区釣鐘町の日
ひ ぎ り
限地蔵で甘茶まつりが行われていたことがわかった。
　卯月八日
　旧暦４月８日を「ウヅキヨウカ」または「ヨウカビ」と呼び、竿の先に花をつけて立てる習慣
が大阪府下にあった。明治の頃までは、市内でも花屋がこの日のために山つつじなどの花を売り
にきていたようである。この花は「テントウバナ」（天道花）と呼ばれ、現在においても能勢町
長谷などで見ることができる。今回の調査によれば、上町台地でテントウバナを飾る行事はなく
なっているようである。
　端午の節句
　 月  日は「端午の節句」、「男の節句」と呼ばれた。鯉幟や武者人形、兜や装束などを飾り、
チマキや柏餅を食べた。天王寺・玉造での調査によると、女の子は菖蒲をかんざしにして髪に飾
り、男の子は菖蒲の鉢巻きをしたという。菖蒲は邪気を祓い、災厄から免れるという言い伝えが
ある。また、屋根の上にも菖蒲をあげたり、軒にさしたりした。さらにそれを一袋にして風呂に
入れたという。銭湯でも菖蒲を束ねたものが浮かべられた。
　天王祭・祇園祭・茅の輪くぐり
　6 月中旬には川や池のほとりで水の神をまつる行事が行われたり、晦日には茅の輪くぐりをす
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るという行事があるが、調査ではそれらの行事はほとんどの地域で聞かれなかった。
　
7 月～８月
　夏祭
　大阪の夏祭は、「愛染さんから住吉さんまで」といわれるように、６月 30 日の愛染祭に始まり、
8 月  日の住吉祭に終わる。現在でも市内の各地で夏祭が盛大に行われている。
　宝
ほ え か ご
恵駕籠行列で有名な四天王寺別院の勝鬘院愛染堂の愛染祭では、かつては今里新地などの芸
妓衆が駕籠で練りながら参拝し、多くの人で賑ったという。また 7 月にある生國魂神社の渡御
祭は、戦前は千人以上の行列だったという。話者の子供心にも行列の規模の大きさが深く印象に
残っている。
　七夕
　七夕は新暦で行うところが多く、小さい笹に飾りをつけた。飾られた笹は、神社で焚くところ
もあれば、四ツ橋へ行って流すこともあったようである。
　盆行事
　盆は、旧暦の 7 月  日を中心とする前後数日間に、先祖の霊を迎えて送るまでの一連の行事
である。関西などは一ヶ月遅れの 8 月に行われることが多く、今回の調査でも 8 月に盆行事が
行われていることがわかった。盆が始まる日は「地獄の口開け」「地獄の釜開け」「地獄の釜が開
くから仕事をしてはいけない」などといったようである。7 日の七日盆には井戸の水を替えると
ころもあるが、数多くの井戸があった天王寺周辺地域で、この時期に井戸替えするということは
ほとんど聞かれなかった。ちなみに現在では少なくなりつつあるが、かつて上町台地には多くの
水脈があった。玉造周辺では井戸が残っているところもあり、現在でも清水が湧き出ているとの
ことである。
　先祖の霊は「おしょうらいさん」とも呼ばれ、霊を迎える時には玄関でオガラを焚いた。盆の
期間の供物は、宗派によって異なる。供えるお茶は頻繁に交換し、「無縁法界」と唱えて庭先に
まいたという。精霊送りでは四天王寺へ参るということであった。
　地蔵盆は各地域で盛んに行われ、戦前には夜店もたくさん出たという。
　この時期には、「夏の大掃除」が行われ、印象に残っている人も多かった。
９月～ 12 月
　月見
　月見は旧暦の８月  日にススキを飾り、団子・芋などを供え、月を鑑賞する行事である。調
査では９月に行われ、月見だんごは丸い形状のものを供えた。また、小芋や他の野菜・スイカを
供えるところもあった。
　亥の子
　亥の子は、旧暦 0 月の亥の日に行われる行事である。これは西日本の農村でよくみられるも
ので、この日には餅を搗いたり、小豆御飯を作ったり、炬
こ た つ
燵を出すというところもある。一年の
農耕が終わり、冬に入る節目として行う行事という性格を持ちながら、収穫の儀礼と結びついた
伝承が多い。また猪が多産であることから子宝祈願や子供の成長を祈るところもある。
　上町台地では、農事と深く結びついた亥の子の行事についてはほとんど聞かれなかった。ただ、
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炬燵を出すという行事に関しては、2 月の亥の日に「亥の子の晩に炬燵を入れる」という言葉
があったそうである。「（この日の晩に）炬燵を入れたら火事いかへん」と母親や祖母が言うのを
よく聞いたという。
　
　神農祭
　 月 22、23 日は、中央区道修町にある少
すくなひこな
彦名神社で神農祭が行われる。道修町は薬業の町で、
780 年（安永 9）、日本薬祖神の少彦名命と中国薬祖神の神農氏を勧請したのが神社の始まり
である。神農祭は、822 年（文政 ）に大坂でコレラが流行して以降盛大に行われるようになっ
たようだ。この時、薬種仲間が疫病除けの丸薬を作り、その薬が神前で祈禱されて、人びとに施
されたという。それとあわせて授与されたのが張り子の虎である。以来、笹につけた張り子の虎
は厄病除けとして参拝者に配られるようになった。地元では「神農さん」で親しまれ、毎年お参
りして張り子をもらいに行ったという。
　報恩講
　 月には浄土真宗の家で、開祖親鸞の忌日に報恩するための報恩講が行われた。その際には、
座敷に屏風が飾られた。僧侶が家に招かれ、親戚や有志が集ったという。
　七五三
　 月  日には七五三が各神社で行われる。七歳・五歳・三歳とそれぞれの年齢に達した時
に祝う行事である。戦前は、七五三も海軍や陸軍の軍服が多かったようだ。
　オトゴノツイタチ
　2 月  日を関西以西では、「オトゴノツイタチ」というところが多い。乙
おと
子
ご
とは末子の意味で、
2 月を指す言葉である。この日は  年の最後の朔日として末子の成長を祝い、餅や赤飯を食べ
る行事である。調査によると、大阪でも周辺部では、この日に「乙子の朔日参り」などといって、
東大阪市の石切神社や地元の高津宮へお参りしたという。
　針供養
　針供養は、古針や折針の供養などをする行事である。行事は、2 月と 2 月の両月とも行う地
方や、どちらかの月に行う地方とがある。「針を休める」という意味を持つこともあり、古針を
豆腐や蒟蒻あるいは餅や団子に刺したりする行事であり、特に裁縫関係に従事している人びとの
あいだで行われることが多い。
　調査では一般家庭においては針供養はあまりされておらず、仕立物屋などが行ったようである。
話者によると、大阪天満宮の針供養では蒟蒻に針を刺したという。かつては女の子は小学校を卒
業してすぐには家事をせず、２年間裁縫学校へ通う子がいたそうである。そうした学校に通う生
徒は皆そろって針供養に行ったということである。
　煤
すす
払
はら
い
　一年に一回、家の内外を大掃除する「煤払い」があった。煤払いは、正月準備の最初の段階で
あるとも考えられており、神棚・仏壇・玄関・便所・部屋などを掃除した。また、単に掃除だけ
でなく、家屋を清浄して年神を迎える準備をするという大事な意味合いがあるとされる。調査で
は、2 月の中旬から下旬にかけて行われたようだ。また「煤払い」というと、お寺で行われる
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行事というイメージを持っている話者もいた。
　冬至
　冬至は一年のなかでも、最も昼が短く、夜が長くなる日である。この日に短くなった陽光を再
び元へ戻して、一日も早く暖かい春の日が訪れることを祈り、また体力の回復を願った。
　調査によると、この日は南瓜を炊いて食べたり、柚子湯に入ったという。現在では年中食べら
れる南瓜だが、本来は夏野菜であったため、冬まで保管して冬至に食べたのだという。また戦前
は、一般家庭に風呂が少なかったため、銭湯の柚子湯に入った。風邪を引かないために、湯呑み
に白湯と柚子を入れて飲むようにとも言われた。
　庚申さん
　庚申の日とは、甲子などと同様に干支を組み合わせたものの一つであり、一年に 6 回まわっ
てくる日のことである。四天王寺の庚申堂は日本の三大庚申の一つといわれ、縁日には無病息災
を願って多くの人が庚申堂へ参拝する。話者によると、堂の境内では風邪除けの蒟蒻が売られて
いたとのことである。また、猿を連れた豆売りもあり、豆を食べると歯ぎしりが治るなどといっ
た。その他に、0 軒ほどの昆布屋が並んでいたという。
　話者によれば、庚申の日に人びとが集まる庚申講は大人の集まりであり、子供は参加しなかっ
た。この日は夜を明かすところもあるが、その理由は人に害を及ぼす三
さ ん し
尸という虫が体内におり、
庚申の夜に人が眠ると体内から抜け出して天帝に日頃の罪を告げにいってしまうからだという。
天帝はそれを聞き、その人を早死させてしまうのである。こうした長生きを祈願する信仰は、庚
申の夜は眠らずに起きている方がよいという中国の信仰（道教）によるものとされる。
むすびにかえて
　今回の調査では、話者の幼少期がちょうど第二次世界大戦の最中もしくは戦後にあたっていた
こともあり、その頃に行われていた年中行事は大変限られたものであった。しかし、戦時中の困
難な時期にあっても守り続けられた行事もあることがわかり、当時の暮らしの歳時記を、記録と
して残すことができた意義は非常に大きいと感じる。
　調査では年中行事のほかにも、戦争中の生活やさまざまな出来事についての貴重なお話をうか
がうことができた。戦争中の上町台地における人びとの暮らしについての調査は、今後の課題で
ある。
（藤岡　真衣）
